Add-on Program  多言語・多文化社会論入門Ⅰ（2007年度１学期）
2007/06/１2　現場の声：日系労働者受け入れの背景と労働の実態 

講師：ウラノ・エジソン・ヨシアキ

各グループコメント


グループディスカッションのテーマ

日系ブラジル人労働者に関わる問題を挙げる。問題点には優先順位をつけること。

■ウラノさんから送られたメッセージと、コメントへの回答が付いています。ウラノさんの回答は、（Ed-comments）の見出しの項目を見てください。

	受講生の皆様
　先日は大変お世話になりました。皆さんの意見を色々と伺うことができて、とてもよかったです。私の講義が、皆さんがこれから外国人労働者について考える際に少しでも役に立てば幸いです。では、夏の暑さにめげずにお互いにがんばりましょう。
　　ウラノ　エジソン


グループ名：青屋は逆さよ

【優先1】

· 違法労働（長時間）を黙認している請負企業。

· 雇用主との関係において日本人よりも労働者としての立場が弱いこと。

· 流動的な労働力の利用の仕方により労働者の地位が安定しないことが問題。それが年金の問題にもつながっている。

· 外国人の雇用条件について（特に時間給以外の年金など）何か決められた基準はないのか？

■(Ed-comments)労働法はすべての労働者が対象となりますので、基準がないというよりも、実態として適用されていないということです。先日、私は日系人に「特化」してお話をしましたが、雇用環境全体の問題だと考えていただきたいです。

· 外国人労働者の賃金の低さ。
■(Ed-comments)外国人の賃金が比較的低い場合もありますが、スポット派遣などを含む非正規雇用全体の問題です。
· プロモーターと代理人の間にある紹介料。

· 少なくとも日本の現行法が違法労働や人権侵害に対応できていない点が問題である。

■（Ed-comments）はい。その通りです。人権が保障されていないことが一つの要点です。

【優先2】

· 日系人労働者という情況において子供たちの成長過程が宙吊りにされてしまう。

■（Ed-comments）「親が子供の教育をおろそかにしているから親が悪い」など、道徳論でこの問題を片付けるのではなく、社会状況を客観的にみたうえで自分の意見を持つことが大事です。

グループ名：アミーゴ

【優先1】

· 社会保険に入っていないこと。

· 移住した日系ブラジル人たちにも義務教育や最低限度の生活保障を実施するべき。（彼らの生存権の保障、安定した生活の保障）

· 現在の日本の状況に合わない制度（保険制度）。

【優先2】

· 「業務請負業者を介した間接雇用」形態の問題。これにより労働者は雇用が不安定な仕事をすることになるから。

· フレキシブルな労働力利用として働かされていること。

· 雇用企業の社長（代表取締役）、労働組合幹部との労働条件、意思疎通の促進。

■（Ed-comments）まず、外国人労働者を労働組合に取り込むことが必要です。日本の労働組合の主流は正社員のみを組織していますので、外国人を含む非正規労働者を労働運動に取り込むことがこれからの大きな課題です。

【優先3】

· 残業を拒否しただけでクビになってしまう現状は問題であると思った。

· 生産を第一として外国人労働者のことを考えない現状。

【優先4】

· NPO、NGO活動を通じたネットワークの形成（対企業間との交渉と悩みなどの解決）。

　■（Ed-comments）労働者の属性が多様化していく中で、NPO、 NGOなどはこれからも重要な役割を果たすと思います。労働組合の中でも、比較的小規模の組織が日本には存在します。それらは通常「○○ユニオン」と呼ばれています。ユニオンは企業単位で正社員のみを組織するものではなく、個人加盟でだれでも入れますので、外国人を含む非正規労働者は「ユニオン」を通じて会社と交渉をすることができます。

グループ名：MNSHY

【優先1】

· 日系二世、三世など日本で教育を受けている人は、高卒で働くことはできないのか？（日本育ちの日本人が高卒で働くように）

■(Ed-comments)　中卒でドロップアウトしてしまい、工場で単純労働者として働く少年が多くいます。高校、大学へと進学できるようなチャンネルを開発していくことがのぞましいと思います。

· フレキシブルな労働力として利用されることで人生設計ができない。

· 雇用形態があやふやで責任の所在がはっきりしない。

· 企業外国人労働者を悪条件のもと働かせることがまかり通っていることが問題。

【優先2】

· 社会保険の加入の問題。

· IOMのような国連機関が関与すべき。

【優先3】

· 子供の教育。

· 就労ビザが出されない。

グループ名：オランウータン

【グループのまとめ】

優先1：社会保険制度

優先2：雇用条件

優先3：日本人とは違う業務形態

【個々の意見】

· 労組や保険が正社員に比べて充実していない。

· 労働者の社会保険制度を整える。

· 不安定な雇用（格差）。

· 組合組織からの排除。

· サービス残業などを日本人以上に求められる。

· 雇用条件をもっと日本人と平等に！

■（Ed-comments）外国人の雇用条件を特別に優遇する必要はなく、平等に扱うことが重要です。外国人に限らず、例えば、パート労働者においても一緒のことです。賃金に関していえば、同一価値の労働にたいし、同一賃金が支払われることが一つの課題です。

グループ名：GRUPO

【優先1：社会保障】

· 雇用状況が不安定なため保険にも入れず自分の生活を保障できるものがない。

· 日本でがんばって働いても結局は日本で十分に暮らせるお金がない（大学にいけないとか）。

· 外国人労働者の雇用状況が安定していない。

· 日系労働者に対する社会保障が適用されていない。

· 日系労働者の労働環境がよくない（残業手当をもらえない）。

· 脆弱な雇用状況（社会保障面）。

【優先2：お金/収入】

· 需要が不安定→収入が不安定

· 日系労働者の子供たちが望んでいる教育を受けられないことがある（親の雇用が不安定で経済的に厳しいから）。

【優先3：その他意見】

· グレーゾーン

· 雇用の流動化と社会保障への加入を強化すること。どちらを優先したらいいのだろうか。

グループ名：小さな声で

【優先1】

· フレキシブルすぎる労働（いつ解雇されるかわからない）→保険制度（社会保障）

· 日系ブラジル人を雇っている企業の悪質な雇用状況。

· 日本の労働力不足を補うために、入管法を改正し、日系人を日本に入国させたが、その後の日本政府のサポート不足。
■(Ed-comments)正式な就労、移住ビザではないため、受け入れ政策も曖昧です。また、その分、地方自治体が試行錯誤で対応していますが、未だに日本政府による本格的な受け入れのための統合政策はありません。

· 日系労働者が企業に都合よく使われていて、しかも労働者は守られていない。

【優先2】

· 日系ブラジル人の社会保障制度。

· 収入の安定化。

· 一つの国内だけに限るのではなく、国を超えた政策をつくる必要性→国際機関が関与するべき。

【その他】

· 教育と労働の関係（個別のものとして考えることはできない）。

· 生産量が少なくなったときにやめさせられるという方法で半ばおどして、長時間労働をさせていること。

· 三世代以降の問題。

グループ名：チーム・ハロハロ

· 低賃金で働かされていること。

· 雇用が不安定であること（フレキシブルな労働力として利用されている？）

· 日系人に対する社会保障政策が不十分であることが問題だと思いました。

· 適当な待遇を受けていないこと。

· 子供をわざわざ日本の中学まで行かせ、高校、大学をブラジルにいかせる。小、中学校もブラジルですごさせてあげてもいいのでは？

· ブラジル人が日本に来る目的。ブラジル人にとって日本は有利？

· 「機会の平等」と「結果の平等」のあるべきバランス。

グループ名：チーム・フラワー

【グループのまとめ】

社会保険に入る。

財政的な余裕がない。

【個々の意見】

· フレキシブルな労働力として日系人が利用されてしまっていること。これに伴い、保険がもらえなかったり、子供が学校へ行けなくなるという状況ができていること。

· フレキシブル性を追求するあまり、雇用が不安定になっている点。この結果として子供の教育、特に幼い子供の認知教育（言語は関係なく）の問題が起こる。地理的な移動を極力減らせるような工場の配置を考える。

· 血縁で正当にビザを受けているのに劣悪な条件下で働く人が多いこと。

· 帰国後（ブラジルへ）のサポートがないように思われること。（私たちも知る機会がない）

· 在日ブラジル人の雇用条件が悪い（賃金、就労時間）。安定した職につけない。

· 安定した社会保険に入れない。

· 間接雇用の増加。

· 日系人がやらされているのは単純労働。生産の量に合わせて人の量も調整されてしまう（すぐクビが切られる）。

· プロモーターから代理人へ、代理人から事務所へという流れの中で莫大な紹介料金が発生する。労働社会保険に入る余裕すらない。

· 不当な雇い方。

· 安定した生活ができないこと。

· 社会保険に加入できない日系ブラジル人がたくさん出てくること。

グループ名：CHO BIJIN

【グループのまとめ】

優先1：保険、収入

優先2：ブラジル国内における問題

【個々の意見】

· ブラジル人労働者に対する保険（せめて雇用企業が保証するべきでは？）

· 社会保険に入れないこと。何かあったときに金銭的に非常に大変になるから。

· 社会保険に入れないところ。その政策も根本的なところで矛盾しているだけなんて社会保障のない外国人労働者はどこにいけばいいんだろうか。

· 格差社会は物質的財産の差よりも精神的な満足度（はかるのが難しいが）を重視して、平等な社会に近づけていくべきだと思う。

· ブラジルにおける経済格差の拡大。

· 厳しい労働条件により出稼ぎにきた在日ブラジル人の本国でのバックグラウンドが薄れていくのではないか。

· 日本に来ても工場労働のために収入が少ない日系人の子供が日本人としてアイデンティティを持つと問題が生じると思う。お金がないためにブラジルに帰ることになると子供は日本の学校に通いたいだろうし、日本人のアイデンティティをもっているとブラジルでなかなかなじめないと思う。

· 子供を教育させるくらいの収入が少ないのが一番問題だと思う。

· 精一杯仕事をしても生活ができないことは厳しい状態だと思う。

· 出稼ぎで日本に来ている日系ブラジル人の子供の教育はどう行われているのか？（日系ブラジル人はいつやめさせるかわからない不安定な就業を持っている家族が多いと思う。）

■（Ed-comments）教育は次世代の社会的上昇に大きく影響しますので、これからの大事な課題です。ブラジルと日本、二つの文化を視野に入れた教育の促進が大事なポイントになってくると思います。

グループ名：日本はまあまあ住みやすい

【優先1】

· 労働組合に加入できず、日本人労働者と同等の権利が与えられていないこと。

· 日系ブラジル人の労働者の人々は、保険保障なしに無賃金で残業させられているが、その状況を拒否できない現状にある。

· 社会保険の制度が流動化した雇用の状況に合っていないこと。

【優先2】

· 労働条件が悪いこと（長時間労働、低給）。

· 不安定な状況の中で雇われる間接雇用者も不安定な生活を強いられている。

· 雇用が不安定で子供の教育や生活に影響がでること。

【優先3】

· ブラジル人労働者の日本語能力の問題。

· 日系ブラジル人は血縁の関係でビザが与えられると言いますが、そのビザはどんなビザでしょうか？何年与えられますか？ビザの更新は必要でしょうか？

■（Ed-comments）日系３世の場合は、「定住者」というビザが与えられます。日系２世の場合は、「日本人の配偶者等」といったビザ与えられ、１年、３年ごとに更新が必要です。

グループ名：ハーゲンダッツ

【優先1】

· 不当な労働条件

· 日系ブラジル人の労働条件が悪いように思う。フレキシブルな労働力の利用とか。

【優先2】（優先1の具体的な理由として）

· 社会保険制度の不整備

· 日系人労働者で社会保険に入っていない人が多いのでちゃんとした保障が受けられないこと。

· 日系人の社会保険への加入率の低さ。

· 企業や請負会社が何か対策を！

【優先3】

· 政府の規制緩和のしすぎ。

グループ名：Pararise

【労働条件】

· 労働条件で法違反をしても責任が連帯責任として消えるようになっていること。

· 日本の製造業の構造の問題。

· 雇用が不安定になっている。

· 労働者を酷使している企業側はその家族への影響の責任を取るべきではないか。

· ほぼ強制的な残業→労働組合のようなものをつくる。

· 対等な労使関係はどういう風にして崩れたのか。またそれを回復させるにはどうすればよいか。

■（Ed-comments）もともと労使関係は対等なものではないかもしれません。しかし、できるだけ公平な労働を目指すことはできます。

· 利益と「人間らしい仕事の限度量」の兼ね合いの問題。

· モードが変わっても仕事場の変更を要しないような企業努力。

【入管】

· 入管などの問題が無いからこそ日本の企業などの力が強く影響している。

【子供のアイデンティティ】

· 日本でアイデンティティを確立した子供がブラジルに戻りブラジルで生きていく際の問題。ブラジルに適応できず結局日本に戻ってくるのではないか。

【言葉】

· 言語が壁となっている。

【保険】

· ほとんどの日系ブラジル人が保険に加入していないこと。

【労働制度】

· そもそもの生産主義に基づいた派遣制度。

■(Ed-comments) 派遣法の改正は、雇用の流動化をすすめることで生産主義的な要素を強めています。全体的には、生産主義が暴走しているため、人々の生活の他のスタンスへの影響が大きいのです。例えば、労働時間８時間とは、２４時間の３分の１を労働に費やすことが生活のバランスを保つための一つの目安となっていますが、長時間労働が強いられることが多いのです。

· 請負会社、プロモーターが不明確（公的じゃないから紹介料が高いのでは？）

· 国家間や国際的な議論や対策があまりなされていない。

グループ名：YY6ers

【グループのまとめ】

優先1：日本とブラジルの制度が違う（社会保障）

優先2：請負業者や派遣会社が日系ブラジル人を悪条件で働かせていること。

優先3：親の職が不安定で子供の教育が安定しないこと。

【個々の意見】

· 一国の中だけの問題として考えるのではなく、関わっている国同士が共に対策を立てて問題解決していけてないということが問題。

· 外国人労働者を受け入れる国と排出する国、二つの国で共通の法律や社会政策をつくる。

· 日本とブラジルの社会の仕組みが違うから日系ブラジル人が社会保険に入っていないなどの問題が生じている。

· 社会保険料や国内健康保険料を日系人の労働者が継続的に支払い続けるのは非常に困難であるという問題。

· 労働者が保険などのサポートを受けられないこと。

· 日系人や在日の方の労働組合を作ることが必要。

· 今後の日系ブラジル人労働者の社会保障の問題。

· （中学校で突然日本にくることになったり）親の職が不安定で子供の教育も安定しない。

· 違法にならない程度に、あるいは違法であってもばれないように、悪条件で働かせている請負業者や派遣会社。

■（Ed-comments）最近、コンプライアンス（法令遵守）といった言葉が経済界でははやっています。しかし、その意味をもっと広く、深く考えていくことが大事な課題です。

「連帯責任」をとろうとしない大企業。

· 職場が工場等、単純労働を求めること。

***

